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＜連絡事項＞
・退院支援会議録３月分がまだ出ていない人がいるので、早めに提出してください。
・職員旅行の希望日時を西病棟のH30年のフォルダに入っているので記入してください。

＜患者様連絡事項＞
・小田　タネ様～不眠の訴えあり毎日頓服使用しています。Vdsないため早めの時間に内服しても良いと主治医より指示あります。
・獅畑　かおり様～明日より服薬自己管理１日分開始していきます。準夜帯でセットお願いします。
・石橋　隆夫様～本日皮膚科でタベジール７日分処方されています。4/25退院の為、退院後も皮膚症状続く様であればかかりつけの皮膚科へ受診するよう説明してください。
・豊川　登美枝様～本日夕より三食菓子パンから朝ロールパン、昼夕米飯軽食に食事変更しています。

・小笠原　笑子様～自己洗濯から業者洗濯へ変更しています。
＜田名部Ｄｒ.診察情報＞
・泉川　ケイ子様～手足のしびれは続いていますが自制内で経過しています。主治医より父様が自宅退院を許可したら退院は可能と説明しています。
・成田　賀枝様～「動きたくない」と自室で臥床しながら診察を受けています。食べたら吐いたり下痢をしたりすると訴え聞かれています。採血の結果CEAがやや高くなっている為内科受診するよう説明受けています。家族へ連絡し、他科受診進めてください。
・石井　幸子様～外泊について頻回に訴え聞かれています。主治医より、まずは入院形態を任意入院へ変更してから外出・外泊をしていくとしています。

Vdsをエスタゾラム(2)1T→ブロチゾラム(0.25)1Tに変更しています。
・高田　マキ様～診察は「先生が私の目を見て話してくれないから」と拒否しています。処方変更はありません。
・高橋　義明様～独語をしている自覚はありますが、内容は「言えない」と話しています。クエチアピン中止し、シクレスト舌下錠10㎎→15㎎に増量しています。精神症状に注意してください。
・獅子畑　かおり様～外泊の様子について母様は「怒りっぽい」と話していますが、本人は「落ち着いて過ごせた」と齟齬が生じています。今週外泊があるので、外泊中の様子を家族より聞いて下さい。
・吉島　知寿子様～朝起きられないことやvdsはいらない等訴えており、徐々に多弁的となることあります。また、退院は急がず、ゆっくりしていこうと話しています。処方変更はありません。
・山本　真智子様～外出時右の乳頭を切る自傷行為あったこと情報提供している。「頭の中をのぞかれている」「今は自殺したい気持ちしかない」と希死的発言聞かれています。クエチアピン500㎎→600㎎に増量しています。

＜皮膚科診察情報＞
・續石　啓介様～背部右上部に0.5㎜の表皮剥離あり、ゲンタマイシン塗布の指示あります。

・出河　攻様～頭部や下肢の掻痒感なく、治癒となっています。
・小田　タネ様～足底は軽減傾向。同処置継続。タベジール7日分処方。
・阿部　文香様～顔・頸部・口唇に発赤、膿疱、丘疹あり。ゲンタマイシン塗布の指示あります。
・長谷川　陽一様～臀部～下肢にかけて紅斑散在しています。同処置継続。
・坂本　のり子様～著変なし。同処置継続。
・石橋　隆夫様～両下肢軽減傾向。同処置継続。タベジール7日分処方。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～活動に参加しストレッチ行っています。「5月になると脱ぎだす人がいる」と妄想様発言聞かれています。
・松川　順子様～眠気訴えありますがプログラムに参加する事出来ています。精神症状はおちついてきています。
・高山　英佐様～夜間不眠や不安を訴え頓服使用する事あります。日中は特に訴えなく、プログラムにも参加できています。
・向井　敦子様～プログラムに参加しています。妄想発言も聞かれません。今週外泊があるので精神症状に注意していきましょう。
・夏坂　浩美様～幻聴は軽度ありますが自制内で経過しており、頓服の使用もありません。プログラムにも集中して取り組む事出来ています。
・佐々木　睦子様～著変ありません。四肢や下顎の不随運動はありますが日課支障なく行えています。
・山本　真智子様～幻聴あること話しますが行動化はありません。希死念慮あるため衝動的な行動に注意していきましょう。
・船田　泰子様～耳鳴りについて本日訴えはありません。対応については深澤Drへ任せるとの事です。GWまで続く様であれば家族へ連絡していってください。
＜面談＞
・山本　真智子様～父、母、主治医で面談を実施。現在の状態について説明されている。
外泊中の様子について、入院前より疎通がとれるようになってきたことや記憶力が戻ってきたように感じると話している。家族としては衝動性を気にしており、衝動性が出た時の対処法を身に着けてほしいと思っている様子。
今後については、幻聴が落ち着いてきてから外出泊を再度行い衝動性に対する対処法を身に着けていけるような関わりを行っていくこととなる。入院期間については約2か月を予定していることを伝えられている
＜田名部Dr退院支援委員会会議＞
・泉川　ケイ子様～父様の許可があれば自宅へ退院は可能です。外出・外泊を通して父様の許可が頂けるようにしていきましょう。

・石井　幸子様～入院形態を任意へ変更し、外出・外泊訓練をしていきましょう。また、デイケアも進めていきましょう。
・獅畑　かおり様～自宅退院にむけ、外泊訓練をしていきましょう。

・高田　マキ様～自宅退院に向け、外出・外泊訓練をしていきましょう。
